
              １２月のねらい 

０歳児・健康状態に気を付けながら、室内や戸外で探索や歩行を楽しむ。 

    ・歌や身近な手遊びに親しみをもち、保育者の真似をしたり身体を動かしたりすることを 

楽しむ。 

１歳児・簡単な言葉やしぐさで思いを伝え、保育者や友達とのやりとりを楽しむ。 

    ・保育者や友達と一緒に曲に合わせて踊ったり、歌ったりして表現することを楽しむ。 

２歳児・身のまわりを清潔にすることに興味をもち、自分で行う。 

    ・ごっこあそびや表現あそびを通して、保育者や友達と関わって遊ぶことを楽しむ。 

３歳児・冬の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でする。 

    ・戸外で保育者や友達と体を動かして、簡単なルールのある遊びを楽しむ。 

    ・身近な自然の変化に気付き、冬の訪れを感じる。 

４歳児・冬を健康に過ごすための生活の仕方を身につけ、戸外で体を十分に動かして遊ぶ。 

    ・友達と関わる中で、思いや考えを自分たちなりの方法で表現することを楽しむ。 

    ・冬の自然や行事に興味や関心をもち、年末年始に向け期待を膨らませる。 

５歳児・同じ目的に向かって協力しながら活動を進め、自分の力を発揮していく楽しさを味わう。 

    ・自分たちでルールを考えたり、工夫したりしながら繰り返し挑戦し、体を動かして遊ぶ 

ことを楽しむ。 

    ・年末の社会事象や初冬の自然に興味・関心をもち、生活に取り入れる。 

 園庭のイチョウの葉っぱも黄葉し、落ちてきています。その葉をたくさん集めて、「花束作

ったよ。」と言って見せてくれます。きれいな黄色の花束ができていました。落ち葉を集め

て、落ち葉のプールを作ってごっこ遊びが始まったり、ままごとの材料にしたりと、秋の自然

を感じながら戸外遊びを楽しんでいます。 

 新型コロナウイルスの感染の拡大が都市部で進んでいます。園では、手洗い・うがい、４・

５歳児は水道での飛沫飛散防止のビニール設置、こまめな手指の消毒、手拭きタオルかけ

の間をあけ、接触の防止、給食時は全員同じ方向を向いて食べるなど新型コロナウイルス

拡大防止対策を、継続して行っています。今後、流行の状況によっては、行事等の中止・変

更などがある場合がありますので、毎月配布しています、行事予定表の確認をお願いしま

す。 

 今年度の発表会は、参観者数を制限するなど、予定を大幅に変更し、普段行っている遊

びや活動を、各クラス毎に発表となります。運動会と同様、検温・消毒などの御協力をお願

いします。友達と協力しながら、自信をもって発表をしますので、子どもたちの活き活きとし

た表情もぜひ御覧ください。保護者の方々の手拍子や拍手で子どもたちの緊張もほぐれる

と思います。ぜひ笑顔と大きな拍手をお願いします。 

１歳児（あひる組）の姿 

 話がとても上手になったあひる組。言葉を発することが楽しくなったようです。遊びの中では「貸して。」「いい

よ。」と簡単な言葉のやり取りを楽しむ姿が見られたり、困って泣いている友達を見つけると「大丈夫？」と声を

かけたりしている姿が見られます。頭をなでてあげたり、ティッシュで涙をふいてあげている子どもの姿も見られ

ます。散歩に出かけるとすれ違う方に「こんにちは。」と大きな声であいさつをし、褒めてもらっています。 

 食事面では、こぼさずに食べられるようになってきましたが、まだ手を使っている子どもや、椅子に足を乗せて

食べてしまう姿もあります。御家庭でも、座る姿勢やフォークの持ち方など伝えていただきながら、食べることが

楽しくなるようにも声をかけていきたいと思います。 

４歳児（ゆり・すみれ組）の姿 

 戸外で遊ぶことが大好きな、ゆり組・すみれ組の子どもたち。ドロケイや、円形ドッジボールなどをして身体を

動かしたり、虫探しや落ち葉集めなどをして身近な自然に触れて遊びを楽しんだりする姿を見られます。遊びを

楽しむ中で、友達との関係も深まり、自分の思いを友達に言葉で伝え、遊びを自分たちで進めていこうとする姿

も多く見られるようになってきました。今後もその姿を認めていきながら、自分の思いを伝えるだけでなく、相手

の思いにも気付き、相手の気持ちを受け止めていけるよう援助してしきたいと思います。 

 室内では、好きな遊びの時間に自分たちでステージを用意し、ダンスを踊ったり、楽器を鳴らしたりして発表

会ごっこを楽しんでいます。発表会に向けて、どんな曲を踊りたいのか、何の曲で楽器遊びをしたいのかなどを

クラスみんなで話し合いました。みんなで話し合ったことで、発表会への気持ちが高まったように感じます。当

日は緊張する姿も見られると思いますが、たくさんの拍手をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の木の実を使って、４歳児がままごとを始

めました。その後、３・４・５歳児でお店屋さん

ごっこが始まり「○○ください。」「ケーキで

す。」とやり取りしていました。どんぐりや、松

ぼっくりをたくさん頂き、秋の自然に触れたく

さん遊んでいます。 

園だより １２月号 

４歳児：戸外で、レジャーシートを広げて BBQ

ごっこをしたり、保育者や友達とテントを作っ

たりして、協力をして遊びを進めています。 

５歳児：歯科衛生士の植草先生が来園され、

大人の歯についてや、歯の磨き方のお話を聞

き、フッ化物洗口のうがいの確認をしました。 

令和２年１１月３０日   
睦沢町上之郷１７３６   
睦沢町立睦沢こども園 

0475‐44‐0050 

３歳児：園内の畑のいもほりをしました。数日

前に４・５歳児が町内あおば農園で、いもほり

をしてさつまいもを持ってきたのを見ていたの

で、期待をもって掘りました。掘れたことを喜

び、保育者や友達に伝えていました。 



ハッピー子育て  

子どもの望みに応えるのは「あとでね」より、ちょっ

とだけでも「今」。 

「おんぶして」「抱っこして」と何でもないときに突

然、子どもがこんなことを言うことがありますね。そん

なとき、みなさんはどうしていますか。「もう大きいの

だから１人であるこうね。」としつけを意識して子ども

の願いを退けているかもしれませんね。でも説得す

るより、まず、「おんぶ」という言葉の奥にある子ども

の声に耳をすませて欲しいのです。 

たとえば、お迎えに来たお母さんに「ママおんぶ」

と赤ちゃんに戻ったように甘える子ども。そんな子ど

もは、その日、とお友達とケンカをしたとか、何か悲し

い思いをして、自己否定の気持ちになっていることが

多いのです。だから「ダメじゃないぞ」という自己肯定

感を取り戻すために「手を貸してほしい」と求めてい

るのです。こんな時、お家の方の抱っこは魔法のよう

な効き目を発揮します。だから「おんぶは○○のとこ

ろまでね」とちょっと手を貸してあげればいいのです。

それで子どもの気持ちは満たされます。「言えばいつ

でもおんぶしてもらえる」という安心感ができ、「自分

のことを大切にしてくれている」という思いがもて、信

頼感が育まれます。 

 

３歳までは思いっきり甘えさせなさい かわいがり子

育て 児童精神科医 佐々木正美 著 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス会を楽しもう！ 
日 時：１２月８日（火） 

１０：００～１１：００ 

対 象：未就園児 

場 所：子育て支援室 

内 容：クリスマス会 

        １２月生まれの誕生会 

睦沢こども園にお申し込み 

ください。 

お待ちしています。 

ＴＥＬ０４７５－４４－００５０ 

 

♪１２月のうた♪ 
・サンタクロース ・赤鼻のトナカイ 

・ジングルベル ・北風小僧の寒太郎 

・あわてんぼうのサンタクロース 

・お正月  ・たきび  ・もちつき 

みんなで歌ってみましょう♪ 

日 時：１２月 １日（火） ９：５０～１１：３０ 

１２月１５日（火） ９：５０～１１：３０ 

おはなしの広場１１：００～１１：３０ 

１２月２２日（火） ９：５０～１１：３０ 

対 象：未就園児     

場 所：睦沢こども園園庭・子育て支援室 

朝晩はずいぶん 

寒くなりました。子 

どもたちの服装は、少し厚着になっていませ

んか？ 活発に動く子どもたちは、 厚着をし

ていると汗をたくさんかき、汗が冷えるとかぜ

をひく原因にもなります。日中はなるべく薄着に

しましょう。 

２歳児：なかよし広場でプランターに栽培していたさつまいもの苗のつるを「うんとこしょ。どっこいしょ。」と

言いながらみんなで引っ張りました。１歳児の帽子に、バッタが止まっていました。それを捕まえようと手

を伸ばしていましたが、残念ながら捕れず、とても残念そうにしていました。 

５歳児：11月１３日（金）に修

園旅行に萩原交通公園にい

きました。子どもたちみんな

で行き先を決めたこともあり、

みんな嬉しそうに遊具で遊ん

だり、自転車に乗ったりして

いました。おいしいお弁当も

食べて、思い出に残る修園

旅行になりました。 

３・４・５歳児：い

もほりを経験し、

学年毎に制作を

しました。３歳児

は、掘ったさつま

いもでスタンプを

しました。４歳児

は新聞紙をさつ

まいもの形にし、

染めた障子紙で

包みました。５歳

児は自分が、さ

つまいもを掘っ

ている姿を思い

出して、手や足

の動きを考え

て、クレヨンで描

きました。 

１歳児：３歳児が掘ったさつまいもを持ってみ

ました。なかよし広場で栽培していたさつま

いもを子どもたちが掘りました。手が汚れる

のが嫌な子どももいましたが、土の感触を味

わいながら掘り、さつまいもを触ってみたりし

ました。 

０歳児：パークむつざわに散歩にいきました。

花壇に咲いている花をみんなで見ました。指

を差している子どももいました。３歳児のいも

ほりを見にきていた０歳児。いものつるを触っ

て不思議そうにしていました。 

１０月２９日（木）子どもの救急

講習会が行われました。密を

避けるため、遊戯室で行いまし

た。講師の先生は清水三郎医

院 院長 清水三郎先生をお

招きし、子どもの誤飲について

や、子どもの救急やケガについ

てお話を伺いました。たくさん

の御参加ありがとうございまし

た。 


